
日本統治下台湾にまずけるナショナルな思考（II)

一一「rM司改造1論争」の怠｜床と同辺一一

1 ,n,, -ti-r1"iilifに'l：酎fブピ／）倒J、？
II .U卒l'fJi己b主運動の1iij月Aと！拶）£ 

1. 「［ii］化会jか，.，新民会へ｝）発民

2. 文化協会の紡 Ii~ とその文化行動に JJけふナシゴ

十ノレ必Jr,j(,J 

8. 新たk!Jf，耐えし係!JI}
cu上沼11を：：￥rn~n 

llI ｜中国改造論＇ftJの11¥J題状況

1. 論小山『品r,/lと経j品 a li~!it i官！の「L＼丸j:';,j命！ とそ
，＇）川組！.＇！.

2. 1治下山／J{ll/Jと経j／，虫 ho'FIJ／＇，のどJぬとその ILil 

.&i」へJり「i

8. 論ノトハf,H-/i/.( ［←文化協二J，＇）む 1:,1軒、検

IV I、内1京山波｛，とそjしへの,<fl必

V llll論 )j i,,J l＂；換俺 ，｝）文化協会山 ！／－.＇.似とれ肋

j; J > I) Iこ

CU I.本り）

III 「r1~ I首改法論争」の問闘状況

1. 論争の震関と経過 o 陳逢源の「改造論」

とその問題点

L、わゆる「中国改造論争」は， 1926年ぉ月29fl

付文化協会機関誌『台湾民報』 120-lj-に掲載され

た“芳園”の名による保守派の理論家陳蓮司京の論

文；｜最近の感想ω 技的中国改造倫」自己，凶：践
の；1：：繍として開始されたものであ.Jたυi凍；圭Jfi(Ul

この論文は，（1）社会進化と資本主義，（2）中凶の社

会組織，（3）帝国主義の侵略の影響，（4）商工階級の

勃興，（5）株式会社奨励の必要性，（6）結論，という

6節からなったものであるが，全体として一見，

14 
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標題どおりの随想、に近し、ものであったい l）。とし、

うのは， かれはこのなかで，第 1次世界大戦を機

と［℃中国に資本主義の発達が見られるとはい

え，それはあくまでも部分的であり，総体として

は，ギルドの存在，農業主体の産業構造，封建的

血縁にもとづく大家族制度，および軍閥による地

方政治， 等々の存在からみて，中国はいまだ基本

的に「封建社会Jであると断定， このような封建

制度が存続する以上， 中国の統一と改造は不可能

だとし、うことを， さりげなく平易に述べていたか

らである。

しかし，さりげない表現を用いながらも，陳の

展開した論旨にはきわめて重要な問題がひめられ

てヤた。それは第1に， 冒頭「社会進化と資本主

義」のなかで触れているように， マルクス主義を

社会進化論の一種と見なすことで， マルクスのH:

会発展段階論を自己流に解釈し，歪曲したことで

あった。 かれは，マノレクスの『経済学批判』序説

の一節をつぎのように訳したうえ， こういったの

である。

｜ソルクスは， その唯物史観の公式におし、てこ

うレってL、る。 l二日）(J）社会組織は， すべての生

産）jがその組織内におヤて余地あるかぎり，その

発展をなしとげたるのちに非さ、れば，決して転覆

しざるものではなく，また，新たなる，より高度

の生産関係は， そのものの物質的存在条件が古き
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九j人わるよ勺に、 ブルヴス ti）子（~お； t あき （， ！トlこti

ご，； 1f ｛ヒヒ；·~·f.:'.N，，ており、 古本1・2是に品l；－るかil 
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I ＇，.＇： 安 I,L /~ /; ，乙そ山改1；トl>ji'i(上‘ l'.t1,:L:}:: 

ν＇i 11: /pl；二：E力、：＼ じIiことを It{),ii L ／こもしりであ・，

. / I＂・〆 I l'I＼降初土川村＇Jij(J.とそれ i-上るlM符二i

か， 1!'[1f／：［矢内L'',j，＼さるべき必然（！ZJ)jji'1]C、あると

！、、） （こ l浮／J'.¥ <, ／：てえなL、仁山と，t,, ' f二っ冷・AI 

ゐ経済権益の拡大によ 1 て，海外貿易，鉄道，鉱

山などはし、うにおよばず， 中小の国内企業におL、

てfら、 その経常権tけ→べて帝国主義の支配iょに

おかJl' iモ怖くiJD」業の発IJJJf土，それが口弁的十＇ H'J

をもたぬ点、ぎり、 11( l'！の発Ml土ラほとんどイ；11f能

／二ぺ／こかんである（， I:J）し Lかも，帝IJiJ主誌のq1111

八山介入は、 りとり経済的側面υこかぎられる点山

てはなか J 》た。 ？宇磁の不・V-等条約の押しつけに減i

(i'Hこ示されている上うに，その政ii；支配の指1i'1J日、

文化・教育i白iでのほ透を ：守め亡中iすの社会栴！？見山

、I＇・11iF氏 、j':fi/(11:±ili｛ヒ全 {r:I父｜していたのであ 2く‘

こAtJ1の除態iこJ 八、ては， いま改めて述べる必必

iHn、でt>，ろう J

ぞれノ／こけに、 陳の問題提起のι＇） •Ii:要けィI ）第三

' I，こh「〉惜f「；iu主lこe工る片：i主iの全i，ド］伎略全立，；母
' 

i'i'.J；二1!D正｝見LIモ，l

' しI）官イi i：義｛内己kit! ，η：丈 {Fr均 IIJ能'ft と I見実 υ）；~内t11I I, J 

l；長11(1f系を？Jll,ijしたことであ〆，／；こη かJ,[.fJ，こう L、

／二Jりてある， I1+,r1~］に資本二：tnの発注を i, よこじ；

11,' I苅1-J計h'J!(（＇）判明Jと抹式会ti:c111U I｝｛）を出I『＇，Lて 仁lJ, f11fよりも各fl司人がその資力を:q,ミ台LてれやI(

L、己 ，！）ι，ニ1/Jよ〕 ！；論l:fil/J、らであるコ （／）＇工業をおこなうことであり， fえしてタトドi(/J，人む

たしん、卜二、 •lj[f!f, ~\ ] 1}; tJJ: I伴大戦を契機としし 本を敵Eすることではなしい....q, I豆とても， い士

'fJ i司における立本二u以内諸関係が沼ノ人L今 そ；j：カる ぺ＇＇，）＼＇問主義（ I)J' ；＇｛良を打らl政りつ＇）あり， こ.hiJIJ¥I

, fJ r w経法の括Ii｛方1i',Jとし亡、 支配的役；t,:1J全はたし ｛りともしがたい必然的趨勢であるj と。そして，

うる実在的11J能性があ・.）たことは， ')i実であl，。 こう述べたあと，かれはこのことの論証を，みず

4として， 封建的訪問係か F》上旬；：~j ）主なのケラー F かんの見開に口llしてつぎの上うに惜し、ている。

.,,7 ）~；J:1ii 土， けどし歴史的必然て’ふり，資本主義 ：…・－－UHf，わたくしが無錫，上海、南il!l等山

川上J建；＼）i]/0'.,~ (I）比較にJj', 、て「多大tr.泣けじ！で主； j也、Lすuこもめは， 工場の林立であって宅この ·WJ~

ノ；jてと円、 i;1¥iClJN)1時le'I: J 、セで十 ！；，L、二とであ d ’

,! 三., ！二が， 白木ii主rli:，〆，（l)['i.(jt内 ・rM(J11f/il:'.1'l

,, , {f{r i二、 乃ιたびJ~I；会構，＆ 支配f内；r;1i11系；；：，、l'i

ll寺の中間において同 aでなか寸たこともまた、守（

廷であ九行ったぜな「3喝 、【i時のr.pI可Itラ・，1'i'・P主1ご，Uミ

y1J1金の｛11llltとi二iiVラ とり；ldt 11 1入と ｛＼＂ リスにi

't' q，い，J,nfHと全涼；間十見せしめるものであどん よ

／こ、 れj也び＞1＼＇司会‘ J{,ifi ＇：＇.~＇ も｛ I ＇－ことに Jf:JJ\IL, 11~ili 

て、i土政治lこ社しても隙極的な態度合示L始め／こ 1,

I}）もある。とのととは、 かれらが未来の資本家で

ある t~ けに，やがて，（ 1) 軍閥政治への挑戦、（2d＂片

時八の反対，（3）国民参政運動の展開，（.i）外国!i'f1c'11'1

Iラ
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の！駆逐（同産品の宣伝），（5）ヤト！泣借款への反対， 16）あ

らゆる不平等条約の撤廃，等々のことをなしとげ、

るにちがいなヤ。なぜなら，これらがかれら自身

の利益とソドペンに見｛－；－ ）ているからむある。し

かし， [i;J II寺に、こうしf二措置が中間約 ft;l人民に

とって利益であるととも確かなことであろう」。

帝国主義の侵略下においても， 中国の1資本主義

発展の可能'it.；：信奉し、 こjLへのIIRり：t、いJVI待を

もったとLペー二とは， 一二川i寺期， 北｛丸一i¥lJ（：；平：命

が成功視にi並行していたことと考ーえ合わせて，

概tこ誤りでふると断定4るわけにはU、か江いであ

ろう。なぜ，＼： ，－），国民.＇1'c命は，反帝・！ズJ.J連をス

ローグンにしつつ，一部のブルジョア階級の要求

全も包括した諸階級統合の政治闘争と見られてL、

たからであく丸しかし資本主義発展／， (I品川支の

期待，いい／J.えれば， 1111£1改造の組合条（’十を外的

要閃－.. ・－－すなわち，帝国主義の圧力 →にユ父める

のではなく， あくまでも内的要因

亘中凶の.Hf企ni:1l：中闘人し＇）利己主義を rj’i乙、 l:Lたi

民性一トニJト：／／）ようとオ一と：）｝ι・{;fは土(ii4〕， 1'4！乙＇）場、合，
¥1シアの道＝社会主義革命による中同改i査の道，

への不広、I起1仁kでの極計i,¥Ii: tr:否をうかがJ，せる筆

致のゆえに，これのいさつくところが，無産階級

への嫌悪であり，それゆえに，帝国主義への幻想

であったことは否定できないのである。そして，

以上のii,ill '::'. ;i~理が， 1l'l:出に何を目自のとしていた

かは， 改J)・c ＇・、うまでもなく，あきらカミなことで

あった。それは，文化協会の保守的体制の保持，

lr.傾化の防止，台湾民族運動における主導権の防

待t，こむにIlがならぬ／J'c，でゐった。 じなみに，

かれはロシγω道，社4主主義への111rn改造の道を
否定しつつ，株式会社の振興を説くなかで，こう

いったのでわる。

［もし，中｜司人による株式会社がし、つ：tても発

r6 

しぷいとすれit，それは第1に， 中国人；こは一本

仕の精神がないということになり（株式会社は団体

であり，それはとりもなおさず一種の公共事業である〉。

第ゴには， i:pIt！人には大組織を経営する能力がtc

いということになる。そうであt1ば，中国人には

どんな社会主識も， いかなる理想、社会も語れるわ

けがないJ。

これは，まぎれιなく，文化協会内部の改i1',:J1t
·Jt,~)Jt弘前記述iJu\.lJ{'iJ，許乃昌，京）f乾ち，干i：会主

務の指向者に対する公然たる挑戦であった。

2. 論争の展開と経過 b許乃国の対論とその

［改造Jへの道

陳謹源の以上のような問題提起に対して，改；革

派の仰lから打ちだされた最初の反論は， 上海から

収！；（への掃途の船rJIで書かれた正i：乃昌のものであ

,/':.,, i陳；量折、iむ＇Jr!llミヨ改造論に反駅するj と題し

たこのかなり長文の論文は，同じ年の10月， 『台

前民報』の126号から129号まで4凹にわたって発

i七ミ ／1,f;.乙。

,ftはまず，マルクス主義の社会発展論を社会進

化論一般に解消しようとする陳の意図が， 単にマ

ルケベ主義理解の誤謬にのみも土づくものではな

し、こと〈日5），隙の瓦患が「ブソレジ Iア階級の擁護，

資本主義の美化Jにあることを痛烈に暴露したあ

と，（1）帝国主義の侵略下における中国で，資本主

誌の往全な発展tlありえなヤこと，（2）部分的にブ

ルジョア階級が成長していることは事実であると

しても，それは帝国主義との妥協のうえの産物＝

か」、らいであり，客観的に見て，人民にと η ては

巾問主義同様 i反動jであること， したがって，

人民の利益および中国の改造の方向とは相容れる

ものではないこと，（3）現在，中国人民の歩み始め

てレる方向は，資本主義への道とは異なるもので

あること， などの事実を自己の理論と観察を基礎
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として， ;if:細に論述したものであった2 かれは，

つぎのように反駁している。

「陳氏は，中聞を改造する『方法』を， r商工階級
勢力の町長rげがれらの経済力の漸次的拡大けと求

め，『これに上ゥて軍関を打倒し，封建制度を崩壊

させる』といザている。陳氏の意見によれば，ブ、

ルジョア附~＇｝~ （陳氏のいアj，いわゆる商工階級）こそ

が中国11/f＇一（T）救世主だというごとになら；だが，こ

れはかれらに対する過大な賛美であり，笑い草に

もならない。なぜならば， 中間のブルジ百ア階級

は大部行iJ－；干i¥'ti,J主義のit'王妓の手先であり、 その利

益は完企に情「1q主義のそれと行致し，定際！；、す

でに中国人ではないからである。もちろん，部分

的には帝国主義と対立する側面がないわけではな

い。しかし『 これら『〉、工ントルマン1が，その

ゆえに， 人民Lつために Lt，りえて何かをおよ二 fょう』

であろうか。かれらが帝国主義に打九かち，これ

と結託しごL、お中閑の市l/&Jを打倒するか.＼：＂ ~ういう

ことは， ii"＇仁 lたくの幻影1にすぎなl,、i" 

このように，許の論旨は，帝国主義の重圧下に

おける中国では，独自の資本主義の発展はありえ

ないこと、ノ汁ノて， それ －c：絶望的に不！日巨！：よほど
帝国主義の中 l}iJ における i~J幣ポ強国であることを

実証した点であって， このことを一言でいえば，

「帝国主義への幻想を抱くな／Jというものであ

った。それだけに，ここには，陳独秀門下のマル

クス主義者，許の反帝・反資本主義の面白が，す

るどく反映していたというべきであろう。事実，

かれは， 中目における紡縞業の発展に例：l:I:'.りつ

つ，第2去にあげたように， 1924～25if-の1年間

のあいだに日本資本の攻勢下で中国資本が後退を

たどっている事実をあげ，「工場の林立」が決して

中国資本主主，，！）発展を象徴するものでないことを

証明したのてあった。かれは，帝国主義のほ路下

祭2表 1924～25年紡績業における！E華日中資本の様＠

年度 紡織機数

育ミ 荷

日 商
1925年 1,326,920 

での「資本主義化jは， それがし、かなるものであ

れ， 「植民地化Jであると考えていたのである。

しかも，重要なことは，許における中国資本主義

発展の可能性の否定は， マルクス主義の方法によ

る中間社会の科学的分析をもととして発想された

という点であって，かれは中聞社会を，陳のいう

ように「封建社会」とは見なしていなかったとい

九こどである。とのことは，かれが陳の「封建社

台l説に対して， つぎのような反論を提起してい

ることで鮮明であろう。

！現在の中国の社会苦手~）度は，社会発展史の面から

、》 C, どのkりな段階にあるであろうか。陳氏

は，現敢にも r中悶の現在の社会制度は，あきら
かにいまだ封建制度と断定してよいものである』

とL、;j）れた。，.，，，，lがし，事実はどうか。中国の

現在の社会制度は，すでに陳氏の考えるような単

純な封建制度ではない。中国の封建制度は，アへ

ン戦争以降，外国資本主義の侵入によって急速に

出壊し，宗法は変わり，小農・小家内企業的経済

は資本主義の洗礼を受けている。封建時代の士大

夫階級はすでに完全に消滅し，小農民・小商人・

小手て業者はしだし、に新しい階級，無産階級へ左

変わってしまった。また，思想的にも『五・四』

以来の反孔孟・反儒教・反文語・反家族制度等の

運動の展開は，封建制度への葬送の調べであって，

こjLt，はいずれも，中国の現在のfl；会制度が『あ

きらかに』単純な封建制度でないことを示してい

17 
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[klfモ：革命の道以当時の状況からいうと，！；＇；、－ ，－て、るj' 

タトのM物むもなか－－＿，た。かれは，こう書いている k

今後の中ll'.Jはどのような ）Ji去で唱

許は中l:Eiが資本主誌社会であるとちそれでは、

［それでししくi);I:{ LてL、そうではなL二えたのであ人らか内
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7 I、および二jしこそが「手続民地；社会である

中間の現実の、百然ぴ）坤結点である王 、、うのが， 許可

(Fl考えf二，；たのである η 1,i初に述べた上うに、約一

iJ'' 中円、｜ぴ）人民・it‘資本主義の／;r(,Jとは'JU仁4 予／三

Jt'!.な歩／，ノて I，るJどし yたの；土ラ こ（／〉ような,1}11よ

におL、てであ〉た。 と＇Jであれば宅 Mie)J,;t(tと；，

主士する：＇H¥)Jは． とこに j，なL、〈りであら

3. 1論争lの漏結点 文化協会の方向転換

この上うに， 丈｛ヒ1潟主1！＇］／部ぴ J,I；＼；、：包W1k、I交｛士， iス

I・ vi論守f経i品／J;

a号空4カ、 J 〕妥：r;h(l）余｝山♂）t仁L、ものであ〉たO この三

とit、ょとしTJf託、 附が汗［！）論馬／.（【ニ対しH：たな反論を

< A lえ， ：f'F!; ：.；、／こ九び：粁批判j央とどすというi品粍で，
士号孝，;r，：：がriittl争に参加するなど＇， 示:, l14fが最初jに1/¥J

題合提起してかr:，約；） /J } Jのあいfニ，論争ははげ

L. < Milト！されfこに1，力、カイ）,, -j二 1,1ij ;rの主張i土並

行線をた主主：〉、りみで， / l ＼寸二十u存れらことがなか

》／て三とから 4c明瞭でふλうC,

1, Iと七、 ,i品1ゃれ1：組l上〆、）liこ－・rt Lてq，叶

JJ/:¥H盟でj勺って， -( ，・山とお r'If木の間：mに J ) ，，、ては
f,,r’. ）向1t;ILることカなか♂ P／「二。 fニカに こわ／）汁Iか

たん1/J.!'I工Ji'Iザロ） r1iドトる問題！であり， 中1)4び〕

現状iこ（反正し υ f-, i汚の現実と将来を7おじふ r ' ／ご

しのであることは， 土化協会の会民ft，，、うにおよ

: f-Y, ヨH寺の台湾の心あるものすべ亡が熟知して

いゐことであ勺た3 どだい、 ［中lllJとL、うのを

「f-dl'iJ と L ‘う ~ffに .n きかえ f乙Wd,, どう t:（るの

か。 これは， 主ごれもな： H 本~M時二l.~主主配／＇(}) 

-fi'湾人の対応♂） Iあ＼J!J‘たJ0）問題であり， その

i~-IJ ，＇.を ill る c(, ［／）εなく三和Jであんうかつ；台湾」を

;111「iヰ！ Iこt_;.'< ／，＇え fこのl上， 主主将J{l~手；Mrt女 jf，の iJlfl

Ltをi出jLることぴ〉西山吉r1.:J.タトロ〕 11，ので；tなか.l t.土、｝

その立l庶で，三の論争ftラ九年来、 文化協会内部

；二府｛！：してL、たイ’市山）Yr｛！：を顕｛r{L:' 公然化δせ

たものであり，文化協会は，この論争の過程で形

式上はともかく，実質上，分裂したというべきで

あ九う。

’がた，改革派幹部のびとり， i車温9~1H土「1927年の

介湾iどし、うーむ／）なかで，丈化協会の分裂がこ

の論争によ •C) て決定的になったこと， これは中国

の問題であるとともに台湾それ自体の「進路jの

！日J，、！i'けであったことをはっきりと:ill-めたあと，

つぎの主うな注目すべき発言をおこなっている。

「....一前者の主張〔i凍主主源の問題促起をさす 筆

者ト）は，少数の利害関係を根本的要求となすもので

あるから， ヨ局の標傍する内地延長主義と一致す

ることができ， その限界は政治上の独立を獲得す

るものであって， 亘いかえれば，かれらの主張な

る屯のは“台湾議会設立”をその極限となすもの

であるむまた後者の主張は，最大多数の台湾無産

階級の解肢を目的どなずのであるから， その同じ

からざるは，汚然の結果であって，互に相け11ic<rし，

~:lj l依存Fすることは免れざるところである。：蓋し無

産階級，農民及都市労働古Aの利害関係は，彼の

少数地主資本家と一致し能わざるが放であるj

｝
 
－、（

 

論争に対する連のこのような評価は， その後，

II命争の A 応の終了を待って1927年 1月，台中で開

かれた文化協会の臨時総会で，はっきりと事実と

なってあらわれた。すなわち，総会は改革派の主

長）Jのもと，保守派の終始消極的な対応によって，

Gl(苧派が方向転換を断行したからであった。察部－

Jく，陳逢j原ら保守派幹部が，首領林献堂および本

来， 中間派であったjf専用水 ~f,;めて，すべて文化

協会を脱退したのはこのときである。一般にいわ

れる文化協会の分裂はこのことを指している。論

/f予の帰結点l土，まさにとれであった。

i. t・' ；’） I,.' 文化ttfi会の分裂を，改革派によるー
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部無！主青年を動nしての「強引な采〆》とりJ<'.'. Iは {1:.;i台湾の社会状態および一般民衆の覚醒状態立II

る司一般の状況認識がないわけではなレ。矢内保 ｛げを認識して，之を対象とせざるベヵ、らずっ蓋し

の理解もまた，このようであるc しえユ L' －－－比 従来の文化運動は精神に限られ、産業方面iこ対し

改革派の不法行為を想像させるこの上うな王単解／j' ては之を等閑iこ付したる嫁あ IJ。故に彼の運動が

あきれかに間違いであることは， 紘会における保 ！／！，＼ 々継続するは、形而上的に偏することも亦愈々

守派の対応が端的に示してkもるように保守派がみ 大にして宅改組のt1・もFI:，て続々高まるは）dti'i

ずからそのHt；惇権を放棄して＼；、ること，保守派l’i 然的結＇.＋しなり。社会はたとえば一棟の桜聞にし

身， この時点てすでに分裂を予期しγ ーかで，丈 C' i'E支は）よれ地盤のPuしっ後！おは地盤上に建乙

化協会に代わら ;tlrしャ政治結tlの結成を熔ftして られるものにiめさざるは，既 iこがi車是を鑑るJ、

レたことによっご，あきらかどからであるけ 10Iυ Lo A：等0）文化運動は産業文化の促進，実現を ll

明確なまでの立場の相違とし ιうものをご， 保守派1;J 僚とするものなること言を｛尖たざるものなれば，

身，おそらく論争の過程をとおして， lト 2さり｛！ 陀業丈化に対し一路能進せざるへからず！イハ 12）。

覚してし、たに違し‘なし、。 ［強引な乗っとり 云 ＇： ここには， ）j向転換の店：義と今後の丈化協会ぴ〉

；土， fl己山立J弓引正主化と改革派ぺ（i)Lj i向であ♂員 iあるべさ姿い桝jl良（／）粘神が格調ある文体をとお

fこの してみごとに浮！彫りにさjLているとレえよう。な

よこが， ともヵ、く， 問題はこうして文化Ii%2;;の；H J5' i副主j室長IJの方法論を第 Iiこ， 唯物論J, 「i可主

導権力～ i町出f'll、王敏／II，察孝乾「，fl：会主義者の 物的哲，＂f:！に求めることを挺1￥：してL、たO そJL / ~ 二

手rt1にf培「》jtたことで志） -）て， 三it「》ck今＇.：

化｜弘会を：と〈／）力rt,J；二二l行1/rJさ→よ一ようど L！：心、l札J:, 1/<'. q, ,jと7愛t主会骨；I］を：主ii Lたのi主， 以Iの1守＼ttf1にJと

めて述べる必要カ＆なL、であろう心 之イヒ協会のか， I ごであ ，t二υ11）之7cf子三）J，新しい指導；tllfi，っさ

ての綱f,fj,：本会ノ、f,i湾丈化ノ発注ソll}JJてスルヲ口、 のような人びとによ yて構成され，発足してL、る。

子日的卜7て」（II晴氏iJ第2条）l.t，♂）？のkうに改 組織部（主務）王敏／II

められたからである。すなわt，，「本会は台湾大衆 （部長）i}f(i柱，林冬佐， i室温搾II

の文化の向 i：を促進実現するを以て主i1と為すJ 教育部（主務）林碧十h

と（，I l! 10 （部員）王敏／1 l，邸徳金， i酎脳内i

「台湾丈化J内通ら「台湾大衆のj(｛ヒ＇、； ，二ぐして 定伝部（主務）鄭l問禄

その文化の方向はあくまでも労忠大衆の解放にこ （部員）張信義‘高両長

そあること、これがF 文化協会の）j向転換の来事！： ！？！：務部（主務）林冬桂

であ♂υ七。そして実際， そのことは与さの連i品川i （部員）呉石麟，健1，明禄

が〆）ぎの上・－） tこ述＇、ていることで， lよ〆 pさりと；：1L 会計iH¥C主務）長信義

明できょう。連は，こうし、ったのであるυ （部員）林子Hh

「本会の日的は，綱領に於て表示せる声11く，『大 婦fr部（主務）黄氏細峨

衆文化の向上を促進実現す』の ‘詰に外ならず。 論争の立役者許乃昌は，東京にあった。

但しこの綱領の『促進実現よ以前に． 況く先ず現 en 1) 二ノこと u, r,111の問題提起がはじグノ「論JWJ
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IV 矢内原の渡台とそれへの対応

とこうで，矢内原が古湾を訪れたのは，以上のよ

弓な文化晦会をめぐる状況現/11の直後であ，、た。

矢内原は，文化協会を脱退した茶培火らに迎えら

i して3月日2日来介， 以後， 4 Jj '.'8日、正隆を！維れ

るまでの約5週間，台湾に滞在した。

台湾滞在中の矢内出は繁忙をきわめたが， その

大部分は，前述の恭培火ら旧文化協会幹部の主唱

による山内各地での誌演のためであ J Bた。 4Jj 10 

日に始まったとの講演旅行は，界東，台南，嘉

義，彰1ヒ，台中，新竹，宜葡， 台北という自民に，

東部地方を除いてほぼ全島にまたが｝ており，い

ずれも幾層火か通訳にあたってャる’ I ）。かれの

演題は、地域三とに遣いはあ;ft' その什子l:tノ￥ぎ

の五つに大別されよう。すなわち， 「親善融和の

i11J，「幸福な11：｛ミ」，［社公秩ir；と社会H}l]J主J，「 fギ
リスの植民地統治とその結果J, 「人道主義は人類

和平のも七礎である」 。各地での江主衆は，ふわ

せて 1万人に遣したといわれているい 2'o 『h湾

民報』：:t' これら矢内原の講演内容金大きく桜道

したが， その観察はつぎのようなものであサた。

「－－ －矢内同教授の各地での講演壮，台湾人の

あいだにきわめて大ぎな波紋をまき起としたりか

れは純粋な宗教的観念をもった人格者であるとと

もに，植民地統治研究の権威干？でもある。したが

って，かれの信念は宗教的人類愛と人道主義に立

脚したものであるだ村でなく， その他民地絞11，研
究の結果から出たものである。植民地統治の理論

と実際をふまえたかれの見解は，支配階級仁川す

る切実な警告であり，台湾人の解放運動に大きな

日献となるであ九うj( I 3）。

『台湾民報』が、矢内原の講演を或功と見，これ

に称賛企惜し玄なかったのは当然であずJた。／，＇.ぜ
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なら，主主培－火らは文化協会は失ったが， lrf，湾民

報』はあくまでも自派の機関誌として，名実とも

に確保してU、たからであるυ0。

もっとも，矢内原が台湾人のあいだに知r－，れる

ようになったのは， 今回の来古・講演がはじめて

ではなし、。すでに早し 2年前の19'.':i年4Yl，矢

内原が経済雑誌『エコノミスト』に発表した「日

本の符植民政策Jは，その大要が『台湾民主i：」紙

上に紹介され，植民政策学者として， また，台湾

の問題に対Lて独自な見解をもっ人格者と Lて，

その名は広く知られてし‘たからである。独自な見

解と；しかれが台湾企して車！日！t手とi可仁く， ！台湾

は台湾人の社会である」と規定していた点，した

が..., -c, 台湾を中国文化圏とは切り離したitlt,7..の

社会構成体と考えていた点であ J ，た。この三と

は，「東大矢内原教授i'~＇.）日本名Ii民政策話j と髄した
Ni記 r什湾民版』が，『エコノミスト』の文！？？をを引

用，矢内原の台湾観をつぎのようト二紹介してし、る

ことであきら均ミであんう。

I矢内原先生はい叶ている0 ・・・・一体， 朝鮮は

朝鮮人dp社会であり，台湾It f；湾人のt:f:会である H

歴史的にさうであるし，現在の事実がさうである。

故に投出の植民地統治政策が陣取を標傍せず，文

化政治たるを宜明する以上，彼らの利益をば十分

に考慮－rべさものとする。而してその利益の尊重
は，，，le!，恵的であってはならない。彼等：l'i身をして，

或程度において政策決定に参与せしめなければ，

守二十分である。黙るに朝鮮及び台湾において、民

意の代表せらるる如き参政機関は無きに等しい。

世界何れの植民地においてι、殆んど類Wlを見ざ
る程の総督専制政治が，行はれて勝るのである。

…Jl.]Q搾取を以て ふ貫すべしとし、ふならば，乃

ち止む。苛くも保護撫育を標傍し，これを以て植

民地の民心をi恨め， 内地との結合rJ1係を強l，~1 にせ
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己主1-?:V-~. 月三奨の干にな允てととit L‘え、 L、主ム：＼パど！→るな「，lf f自－ro色人のち政権全ぷむる；ti及本

幹部を動員してまでの妨害と非難ら文化協会I}）ラi/11してザl民地をι本iヰi議会にfl::
r.¥2 f士紡民地議会合特設－j.~ きや

11!:J，：：＿必，＇｝耳でふるい

it, ！；、hに土、て大きな悲痛であ－，，たじたしかに，六せし むべ雪内，

し七｛十Jルしごかj: I}) ,i/i¥:ji_it旅行｛土）溢況をきわめたの,; , 1:rHmに!'flLては、官、；t決定r1リにiをおそ主よる Il I日｝
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i&iふ車：－｛じ，台中でのかれの，j誇演を。

1},'j 't’刊のtt/J:民政：n.r,rn＃日と Lて山それを恥d iかL
人なる腎iihnf1llifo¥ 1r f d <) L山

.ft 1・，植民I也f!J.1;;/1人iえ fL<
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であ／，.， f I／：し‘ 説本家JJ)t’i以ぢ訟の変更を示唆などし亡いないではな

L、1ρ也、

てれはう乏協；L義の発展を助けるものではないかυ

いたるところで敬遠と耕斥の戸があが v》ているのは，

そのためどυ 諸君，かれにだまされるな I) ( I 7 l 

！， 

;Ji、JI日〔 Li, J; 1: >' 1 !YI ft: t -:. (') tうt二しごで，＼ふ
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そして事態it，おだやかではなか，pたのである。lX:.r'':llt} てj） 仁i,；てI /--
I －：ン心7）体系（t'.J7ii±,lで;t,,

このような事態の現出は，［二林事件」公平I］の弁護ピfヒ協会が欠p'q））；（そ I'll.'.と「工｛ヒw.t,1~ n 1羽｛引に

t；上うど時を同じくして来台中の布施反(/) t二、’矢内JJ；〔i土（j) J軍がJr/L]i;11('i fj＇・理論的支持者 ：~ i,f、

きわめて対

三;JLがJ-i.日央

d,i:. k什一る熱:rr的どもみえる歓迎と，

照的でふ ＇） た土いえよう （，I 9 )0 事実，

f'j L~•FlJlg;j命 c'J ’主任A.'i/f .1::: Lご期待すィ？？といろ f¥l,J）；、

f系においてliY,立していたのであ芯。

矢内原の台湾内印象i土決してよL、i，のでは矢内応しH，河によλ 、ご）;11見Lt~Jえぞれ fl十；二、

かれは旅先の礁浅から東京にあてて，},( ・；、 I Iとむんびりをlfi!J文化協会泊、分裂し、::H j一対i,l:t町
二う芹L、てL、るむかWJ待どおりに発岐してし寸い、ことでかす｝た t

ト二日嘉義，

トpqfi tこは新竹，
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五日には党蘭と連日の講演のためすJ品、り疲れて

しまいましえ。殊に伎の講演に対しては昔察側か

らの注意L 台湾人側よりも少数者の反対的妨害

運動が起つfこため， 一方ならぬ気苦釦でありまし

た。 僕は台湾を愛する心と華客培火氏に対する友情

とから此J〕講演を承持したのですが， i台：+:cl土苦悩

を刈り1r十 jfこものでした。 途中れら止めJにくなり
ましたが各地共準備ずみのこととて最後の数日は

全く十字架［こでもつく位の気持ちで引》ばりまわ

されました・ 。

講演ぞと引去受けた二とは実際失敗でしたJOHO）。

矢内ばのこのような卒直ともいえる感慨の吐路

カ＼ のちの『帝国主義下の台湾』第5 「民族運

日」のJJ下＇）記述にお L、て， 分裂後の文化協会tこえ、f

する評価にまったく影響しなかったとはいえま

L、。問題山吊述を，;tJJ，回してみよろ。

「文化協会は久しく唯一にして且つ金本島人的

なる民族運動的団体であった。然るにマルクス主

詩的傾j,',jを有する二｜名詐りの台湾無，，i'{青年会が

大正十五年暮に成立し，その一派は適温9~[J氏指

存の下；こど（じ協会に出、入し陰ぷ的行動全日、て文化

協会幹部の地位を乗っ取り， 昭和二年ニ月会則を

改正しi委員制度の］、に統制を計七こし，『大喰文化実

現』を即、て綱領とし、文化協会の温織及方1（司を無政

階級運動に転回したo……けれども…・・・現実の経

済的闘争は多くま言、督府の土地及産業政策を直接の

対象とし，且つ総督府及大資本家に対する関係に

於ては本島人の各階級が共同動停を取り得る状況

の下に於てi土， 純粋なる排他的無産階級運動はト

分に成立し得べき社会的基礎を備へざるものであ

る。文化協会の分裂苛農民主R台のマ｝~ ケス主義1/J

転回も， 台湾社会肉体の現実の事情より発生した

りといふよりも，竿人外来思想の影響にj；る観土

的産物たるの観なき能はない。 従って植民地たる
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台湾の社会運動は必然に紹階級的ヲ？で人民的運動／こ

るのタトはない」

Oill) 。

（傍点，『 山内大衆を除いて筆者）

ζ化協会の分裂，その無産階級運動，，，の転換が，

I台湾自体の現実の事情より発生・＂・ ・・Jしたもの

であ，，tこかどうカミの当否につL、ては， TIHこ才品、て

解砂iしたとおりであるから， ここではくりμさな

い。問題は，矢内原の理論体系の問題としてでは

なく，現実の問題として，

察培火らの運動を支持し，

事実として，矢内原ぷ

回復せんがために，文

イヒ協主を不当なよJi錨にさらしたことa,以上のこ

とからも理解できょう。 ふのことは矢内原が離お

直後， 務培火あてつぎのように書き送っていると

とによ Jpても唱 jfづけられるのである、

「台湾は私の愛する土地になりました。 あなた

在るが故に私a介湾を愛します。 私の台湾l三対す

る愛はあなたに対する愛ですj(ii 12）。

ヂ実情火への愛（それは，同じく信玄であることを知

ってし、や増すのであるが〕， したがってき持者火の古訓

への愛， これが矢内原の台湾に対する関心のすべ

てであるということになる。

だが，それにしても， 台湾滞在期聞をとおして，

矢内！京が奔命に疲れるt王どまでに， 察培火らがが

れ企:EJJかしたのは， なぜであったのか。それは，

茶らが矢内原の講演旅行を， 文化協会に対抗して

のi'lらの政治結社結成のためのテコに利用したが

らであった。 文化協会の分裂前後， したがって，

「rJ1iJJ改造論争jの終了時点で， 主与を中J心として

陳主主WR，蒋用水らが， 新組織結成の構想をもって

いたことについては， すでに述べたc しかし‘ そ

れJょすぐに実現しなか，pた。 島内世論の動1t,Jと保

守派白体のなかに， 日和見的不確定要素が多分に

存干I:したうえ， ；宿泊水にあらわれているように，

意見の追いもあったからである(II13＼それだけに，
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Ⅴ　補論　方向転換後の文化協会の思想と行動
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火と憲；1iわiIにしており，｛＇｛ r'J',11(:中の左耳；i亡，P,,, tニ。

ぞれゆえ，新組織の結成に当たっても，聖書主将火の rn
1h:L義」によナL，「解欣」と「恥新」を様傍してし、る。

叶初の「千？内！＇i治会jめ！t:tn：ぺ況産したの｛， iヴジ）H

』fが、可l,, I , ' { ; ~ lなかハト 1' / _: !: ＇、j, ] I ,:, ,, , t, ！ご

！符l.t fl' I いる。

(ii 14〕 什消J'c'¥1'.山 ff！~[,Yi •政策に〆八、℃ lt' Ifft f,~h; 

＊』 161}} (192711' Ii H 1211）参照。また，民衆党につ

いては，，，射（1’、『台湾人JBιEヰ：J（台湾新j, d IL, 1931 

1三1JJ ) ' 1イ11』二論i主L ', 

V 補，filli 万｜向転除後の文化協会の

＼~IJI」！と行員j

方向車ょ；換i長〈／｝文化協会（／'Ji'，新文化協会二）Ji丈協

と略）は，連i品原ll，王敏J11 C）社会主義者全中心と

して， 新会引1］にもとづ（（協会内部＼0〕陣符強化と lfl

勢力の排除ι，jンがける A )f、オ且織の拡大台1・:i:1るべ

く、 各地において砕蒙・1イおのための講演会を開

催，その影響力の行使に余力をあげたり不完全／（統

,llーではふと：y/,. この講？広三い 1927年 lii：［／＼］／ーけで

2701111を二六、参加しfて聴WHt実に 10I;人にぷよ

んでいる（ i 1 ）のこの事実，1，分梨以前の川文化協

会によるj祥rJu-丹凶jが， 192:!'rfか九2fiijーにいたる 4
年間の年＇ IプtJ三00Mにく心べどとき， 持i'tW，がL、

かに民衆，））I,＇ロミ活動に，G企ベーそいでい！＝かt.：ろか
がわせるものであろう。

しかも，三れらの講演会仁其通してい之、特色は，

たとえIf町 資本主義制！主および帝国主義主配に対

する攻撃， および弱少民族・無産階級の解放をテ

ーマとして，台湾民衆の団結を訴えるなど第1に，

その講演内容が一定の明確な閣題意識と目的に立

脚してU、た！，＇！：＇ 第2に，東京および中同留学生を

中心とした講演団組織のもと，中国革命の進行と

その思想的影響の伝播を意識的に目途とした点で

あって，新丈1姦は，はっきりと無産階級に上る日

本帝国J詫支日に抵抗「る同体として， 1l11q革命

26 

童書3表新文化協会による講演活動

一一 19幻年末現在一一

地域別｜同数｜弁士（人）！聴衆（人）！中止回数［解散回数

ιI  83 353 I 24,850 I 132 I 14 
jヒI I I I ( 4) (18) I (1,210) I ( 6) I ( I) 
I 73 508 142，似｝0I 179 I 8 

将l 竹 Ic 1) <1,9) I ~2，側）.I <16) Iー
ム山 i 47 , 287 I 15,940 i伺 i 6 
~~ ..... .'.1.・l_( __ 6）」ー但LI一位掛~§）」ーは）
ム白白 1 34 1 209 I 11,890 I 94 I 9 
'-' .m. I l旦（38~030）ー（喧」
I 8 i 63 I ,380 I 22 I 1 

必雄I(4) I (352 ci::oso) I c12) I (1) 

小 ~里Ii~iιit;JJii~It~__1_./t
合計J,2n I 1,610 i 101，位。｜肌： 42 
Ci!っ〈）内は，，1，同宿学生に上る点滅およびごれ
' ＇の聴衆数
（仕l1M 介湾総、符府『介湾総督府管五l{M革史（第一
縦））I

ど＜＇，一体感を際傍ず Q団体として、 民衆に接した

わ Cふった0 -_ JI i I、すでに 文化同体jでいん：：

か., k.. ~こヤラし J: う E

そして事実， 内部陣容と組織の一応の整頓なハ

／ごI 'I・＇.＇，7年10)1＇二l¥llfl'（された第 i;5,: lてお代表大会で

い、 祈文協は lノ｝.く良・て・小1＼＇白人ら無産階級上

小資斤：階級の戦闘間体たりjとする穴吉を採択し

てj; I），その任務，「大衆文化を促進：実現すjの内

かが， つぎの仁「jl二規定され）亡しf，。すなj) /'), 

（刊誌！と・工人仁和織を成さしむ，（2）小商人・小資

保家をして同結せしむ，（3）台湾民衆の利益上に立

町内体は，皆戦線I-_の戦友と為す，（4）台湾民衆小

平l]liぷy背馳し， ,Hj，，］戦線を破壊十る団体は皆認め

て台湾民衆の叛賊と為し，本会は極力之を努除す，

(5）戦闘力を統一し，正面の敵に向かつて進軍する

rι，、｝
、｝ノ

新文協におけるこのような l文化j規定は， 事！；

文協が文化を一つの武器・手段と考えていたこと，

それはとりもなおさず， 「無産階級大衆のため」

111本帝国主義に反対するためjにこそ開放すべ

，，；.εあるとの，rn、，ink仁子十，ていたと去を予想さ吐ら
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ものであって， 当然のことながら， IIJ文化協会の

思想がらは決して出てとなヤも，／）であったっす1実，

k述の全島代表大会；t, 同じ13' ，＇＼論集会問題に

ついて台湾総督あて， つぎのような「抗議おJを

,k，読してし！らが，ここにit, !I本，'i','Fllti主主配iこ

抗する団体としての新文協の面flが， 点） ＇主すとと

ア），＇.（くあらわれていようの

「没落の過程にある日本帝国主ぷは， 支部の国

民革命に対する出兵干渉， 満蒙侵略，植民地解放

遅ff1JJ弾圧等に仁り， での余命を（＇｛ i!fせん Eして必

死的努力を為し，横暴樹まるJ;I;子l!iJh’伽灯台を閣内司

批被l五迫人11,;A"Jの頭ii二投下し 縫多刊行Lよ、をJt

の専制的毒牙に姥したるは明に市｜品主義山総点姥

君、を暴露するにあらずして何ぞや川

I !1＇医l主義仁川F先なる台湾官謡、山、 近来；じLくそ

の醜状を暴露し大財閥三井，三穫を擁護し，退打

者に対する IJ也払下士行なヤノ，＇ J f；湾解除深f~J を

按）王し，醜態百け1, 資本家地J：（／〕定jtJたる役＇Mを

喧憾なく発抑止り。 ：？論集会d叩11!1も完全に係州

占）.L, 甚 l.:: tニヨミ I）一〔i上原外集2,J，ごとFi：く全

止され， 少しゆる悪手段をナ干し帝l卦主義的植民地政

治を大衆ル限IJljに暴路せヲ。 E人；t言論！＇I山円た

めに戦い， 7c全なる跨外集会のt'1耐を獲得せんが

' J ／ご／，） I」

〈台湾官巡の暴圧政策に絶対反叫し， 昆外集会

構止， 総督府の暴圧且つ残虐極まる暴政を徹底的

に糾弾す〉

植民地解放運動弾圧を止せ／

jぷ一外集会.~t1L.を止めん／

10月28日J(,' 3) 

「台湾総督殿j とあてさきの明示された，この

「抗議書Jにおけるあからさまな日本帝凶主義支

配に対する批判は， おそらく台湾の文治政治始ま

寸て以来， 品初Jのものでほなかんりか。よごれどけ

に，ここには新しい組織を支柱として，急速に覚

醒しつつある台湾人民の意識の向上が，如実に反

映してL‘たというべきであろう。かつて旧文化協

会の時代，首領林献堂が当局と取りかわした覚誉，

イーかわt，叶ヒ協会：t政治にケソチしf川、日の誓約

が取り il与されたのも， この大会においてであった

川 4）。人江みに， この全島代表大会が開かれた時

点で， 金品各地に結成された新文協の支部組織は

21支部，新文協中央につながるこれの外部同体

（支持f-Jjfいは， ｛，湾無産青'rf：；＇売を筆頭と Lて全品

17!fl体に及んでL、たの

もt,7, /cノ， 新Jえ協の活苦手J(t，以上の上うな総村

呼制に対する直接的な正面攻撃にだけあ〆〉たわけ

勺はないり挫折しfでとはいえ、 r台湾民報』に代わ
pての機関誌『大衆IIキ報』発f二iーの {i,:jiliifr：はじめ可

労働運動への進tf11とその組織化， および農民運動

に対する指導権の行｛叱 さ川こ各種抗ii騒擾事件

（とくに，青年学生を中心とした学校騒動の指導） (. I 5 i 

内煽到＇J＿，＿介入等々 の諸活動l士、組織としていt,ri1-

i当時引ii本労農党どの関係を街緩fヒしたこと九

あし、まって，新文協のL、わば本命ともいうべきif;

ぬであり、とり才〉け，農民運動への積阪（Y.Jフラケ

ショνは，新文協がもっとも熱心に努力を傾けた

f業であマ》た。とのことは，長ti織規模どしては：＇ i

時全島にまたがり， 17支部2万1000人どし寸最大

の人聞を擁した台湾農民組合の結成と，同年12月

の同組｛？第1次全島大会の開催が， まったく新丈

協およびその傘下の支持団体の強力な指導のもと

おこなわれたものであることによって， あきらか

であろう印6〕。いま，新文協発足後1年，したが

って1927年という時点にかぎってみても，この期

間，新文iあと各地方農民組（t-が，共同で直接iこ指

導した各地農民騒動は， 10指におよんでいる。い

rれも， Jーでに述べた「コ林京農事件i土ともl～
27 
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n木の七j山政策に反対した岡期的な騒動であっ
たれつぎにそれをあげておく。

南投郡山本農場争議（問年7月～〉

｜｜本拓舶会社，；rr千1地，，、作争議 （/;{; 1次1!1）軍事－ft!:,

同年HJ～）

川2次'II J民事fl（同年代 JJ～）

約i?i;j製糖；汗frJ山争議（！ii'J4'-7 JJ～） 

必議郡蕃路庄赤H]ノzイン［覇争議長（同年8JI～〕

炊顧栄町H地 ι＇）i{'!:（周年10月～）

東港郡大i事新官租地小作争議（同年11月～〉

f「湾拓市['Jt1茶会－;q土地争議（／，！J)J 9月～）

大湖庄土地争議（同年12月～）

このよ＿，：こ， i日i之協tiJ;,r,長］］は，会民運引に対 i-

る積極的介入と指導を主軸として多岐にわたって

百リiiされ，

たとえば，

一時WJ,

五敏川，

そi／）＇』J見と行：f)Jのや止しさは，

連j削［lp，禁孝iらの幹部の述

tli主とも Jιh lた＿U山政策反対集主（缶、わゆu新竹騒

w竹下件）や、台市大i有門外－草廃反対事件たどにみ「》
;j l, －＇~，ょう lι ， のらの台消共産党の勢いどもしのく

であマ｝之。祈：z協1:t, 1927イr1f1, i,11＼民族芯
民）jの主導権をほぼ完全に掌握したかに見えるので

払λ。なぜなら， I化協会ω一改拠｛も新交；W，と秋色

わかった禁培火， 陳j主源ら旧文化協会の幹部によ

イ＇；：，，しい ti幻台結社の試みが，「合巧民党 i から if, 

i'JJ民衆党」の結成にL、たる過程で， 徐々に民族解

敗、の熱立／士失，，'' 

く状況と， それは，

急辿i二保守化ー御Illiヒしてい

あまりにも対照的であったか

じである。

fr湾における労農覚の出現一一多くの台湾人が

そう思し、， これに多大の期待をかけたことは，け

t"-L当然であった。

（注1) 台湾総管府， 219ベージ。

〔It2) 「台例文化協会f，＇＼－次七九代表；；会式， i!li

J Jよびかの稔椅！日， 206〆、.:; 0 

（注3) 台湾総督府， 206ページ。
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(/l:4) この rtUTJLt, 1923 （大1[12）年1月16

I!, ＿，，－，日ト J文 f仁 i必会の｛にム、＃ ffik ＇~i; が台中川？？務都民本

聞き手庫とのあいだに取りかわした，「文化協会は絶対に

民治運fl；に走E’ムぜ、JT守，！；内得点主人なる何Jj；！であろ B

(il:fi) 騒が＇）.＼ {!f:, f'' ＇.手＇ti笠,iiJJ，ノノ1927＇↓.9＇の大＇IHIー

に1t, fr ,1, 白1-,1,q:’＇lH'!: （，、わゆる「frr/1--rr事件」）

があ I)' こj111 ,, ,,l: 処•＇.＿rI:: 1 l色仁川 l,'Jc L, I＇本統治 iて

にじける／1;（＇！） ノ， 1心］＼；（／休＋どに.1{j似している。

(/l: Ii) Ti /;";i;'.c i記調i,-, ~'. m, 1にF kよそにij' 11木；；l:'k 
',°2を代災し1l1UU/t，ずif設貞雄J)2人が出席し，祝』f

，＇，－述べている。官 i文協/J,，－，は，j1j_ii江卿をuじめ菜子 ＇'1.,

J敏 JII，・，，；中市Vi:I, iが！包！川，賎民話l（，との紫r伯、．←｛十、Jt

を7訴っている。

お り

以七 r I司イヒ会！の結：iii:lこ始：tり文化協会の分

裂にいたろ台湾の民族運動の生成・発民過程を，

19訓年から27年にかけて展開された「中国改造論

争iの；管誌とぞ内問題状況の究明を中心にすえっ

つ，概観してきた。 この究明から判明したことは，

「序論jiこおL、てわたくしが陀，li:'.した仮設がかとし

て独断i'r:Jなものではなく， また， 大きく誤まって

いるも｛パでもないとu、う二とであろう九 j・な才〉ム，

f?i湾民族運動をつらぬいていたものが呉民族支配

.－，の不f,iであり、 徹底した抗ii・反帝の性格がそ

れの：臨調となっていたということであるの分裂後

の文化！品会， ,. •；／）ゆる車Ir文協に結実しとその思想

と行動は，いみじくもそのことを体現していよ円。

しかも，新文協の思想、は，これが多く中国草命の

思想、と (iヲ一体感、 および労農党を中心とした日本

マノレクス主義の積極的摂取において成立し， その

ii助金三 農民干上会iこ適f干した方法，すなわち農民

運動に基礎をおいた台湾民族運動の新しい覚醒へ

の指向金口標としたことにおU、て， 疑いなく、三時

の台湾の現実に立脚して， 構想されたものであっ

よこc したがって， これを「ナショナ；I--JなものE

いわずして， L、かに呼ぶべきか， 表現する言葉は
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たいはずであるコ 矢内似のL、う、 ［外来思想の影 ノ Jの屯＇1lU：： 思われる問題は， この論争が，かのfr

符による観念的産物’i なる悦定は， この｝，＼に 名な中li4における［中国f士会史論争jに〉もんじら

1＿，、き，) ・：：，あきらかに間J主いどいわればなる JL、｝ こと t年前におこなわれた、 まぎれもない「111¥ii 

，－，ド［f:Jt';(j世論争」における許：乃片の、九時として 社会史；治Lpjであったという，，；，，：で、あろう。

は1;1,抜したマ P〆 7主主義理論の理解とその現主分 f，＇わ；jJのように， 111UcJにおけら rq1民社会史.（，）争！

打fiこJ) ける主il'iマi'J'J存在担、全， 矢内ifi[(t};iJれず， それ〆 Lt, 19:ll年可｛力‘ら：l3ffにかけて、 『読.g雑誌Jノピ

セ理解し上「とはしべか f yたのである矢1/-:lIポ；t、 '11心に展開された高争であ仁 川氏革命の控J!li二

I 1勺 ；；＇1山 i（収士とらえ上ろと符 ~JJ L ，／，：が心、 とら .t Yてラ 1 j1 ¥J,Iの士11，殺人がqI Ill社会（／）性買を改めぐ

えさjLバAtったI(,, l：とは／1J~1＼，波二 .l\;<'1,.H1lliであ J:'.]1,・l[_LJ＇という問題立 ，Dvい‘，，出発したものであ.' 

るか，まさにそうであ》たJ 1'こ

t 1-, / ／，＿.，ねI：ピiル，〉命j軍＇.t＿：，〆／，，h乙今矢ばヴ、ん、 Bた 比る：i:JJ;；と， 、i土；j建f上会と見る，大りljして二.)t) ） 

Mi~ 
; .tコHfドしI）；正； 己;¥ 1~,I；占！に P.I:.i',11与！りi 士 V：快と L こ、 LイjI C/J {r＿）坊も［ijJ[llt!：＇.どう十るのか Ii '''1 fili ,1, ti' 

.＇~＼t＇主に正t1l；し二 1, 、て Lヵ、し、こ山n;q出土矢i人jI（（＜，り 111 山本命はどうある，－－：：さかj r士JすえるH'ti(,j企ιvI 
IMI布十〆ふ上うに， f，，巧J）民税J,ili f lJ心ι じi乙夕、；：A五附 t：いたこと：t’)i：’大て、あり R ・111ttr・，：がこのとさ‘

11,zi'ドjdでj¥f1filJ／こるの外It／.（＼－、j，うもじではなか，ょこ t 山口i1;¥i(1Ji.{，二くわJ) pたことで， 歴史ソ：打として山｛広

f山！日1Jkl川、 工：1t <' ／，芳リヒL／これitlii1 i ・ ti :- li',IとしたJtil{l°Udl；；こ点のでもあ pたり L /;, L, 1'!': 

:,UffitfJ!/if;I］此if,J）リ主体的，Jlp_/tて／；ぅ IJ, IJ,J (;-1;1'(] iこ 叫ん－ 11\J 極右：品＇こ瓦え九れなが C， ι ，~，1;可ミ1'11,Ji二十 l

: ！：、 こ，－＇ lll•十 WJ，ごl 三ンフルン山JM-1,, U,: Jパ，： ゴ7 て，二ぴ），；向守川；J t ｛本1'i'.J与ti'[1:j t)) 1Jニ，t~？！戊のう汁Ji どー

{t', ，＂ー I；」を伐と示る ii乍におけゐ川本イスムtり そ山）j1(,jf)bJくiこ深｛ヒさid＇に i会〆〉たことも ：tIニ、

{,'.if!と1l1 JI I ｛ペム ，））l古誌が司 新丈！如何：＇： IIにすど〉ど ・Ji'LεあふG ;l1riiどかが理,iimU！’主転とそ山立i、1Ffじ（.＇ノL

く児科したJト九であ／ハ七，， r1firiに J八、－：： i,、え（J, り］ii!!主／こさんし、かあったからである。 それにく 1・,

iJlji占したf,1十.j／＇＇］！＂ト基 Ji{Iえたj・J; (>¥ fこヒイ3乞？次，：，；，：「i；び｝ J二よ、 f,1ずjυ））品F「‘ i11111~己文造i必守fJは A定山 .flt! ドd~

1史J手， .t）よし）、｛ヰi与乾，翁（Is'.生「：， cl) It I ¥'Iii，、u,)J¥iJI¥ ／：｝為 1'!'.J ；／＜.揮を十fJ/1：に保らつつ， なおH:｛相J'J／.（現：五分科一

あuられるし； " ：，後者にJル、てit, I IJ)II 1ズ、Jへ の徹底十止をもh，それによる「ι11rn1改造のJi:'.LJ合

/) ｛ ~t：伝斤iiilrrL11111と正敏川の戸l，主力あげ （，れるo tJ- それぞれ明確にHt示したのである。 これはや｝［合百

件における［lj民革命日）j来折＝認介石山長切りと， I！上するのであろうか。

二jLi二「1fiiをしての介汚Jt 11i'：党えかNの,fdJさ山神i次（（J このことは， 許乃utこJ八、てレえば，台i九ぴ｝γ
J住IJ（；；.、 JレιA、「｝山山牧を：II千人よことてII，｛ふとLごに 打ぴ）二，1、11.'i，，』

/.i.い、C、，v,ん』〉 】 J ，、＋こ( t' L、l >it ；守，f十（l(fr J与~＇（I){t 'f》l'B一Cb》り， 二と，1)J}. ：う｝十ljn f1品：カ‘3とJQiたf立、.＇！＇，.〆＼
（じで、あ ＇） た，＿， ＜＇）均、さりない ft決立をうかがわせるもの℃ふんう

だが，そ.／1.,；ニしても，このように台湾民族連耐の しかも、許の場合パ社会史論争jではついにHlc,1並

大きな転換をがりした「中同改造論争jに Jル、て、 3れなかった［半前民地i規定（そういう言葉でで

われわれ山歴史学が想I包しなけれはなら／！， もうム はなし、にしても）をも大)111.fこおこなったこと（そし
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lご， ニれこそがiiし，，刊し‘のどは定σあ！た）全店、えば

その＼S11 ~，t じえないのである。 そJしだけに， こω

ii乙であるので、 それとの関連で縞を改め論じ，f二L、

と思う。 （〉己）

IIお争i士、 存観的；こみて、，JII4革命史に対する Citl) /r!f,;i,x H1;1Uif＇，づ＇／，）： J't:）／’t反ム 203、

I') ~i: 片R Cあ； /t ＿＿ とい J'--c i_, i必，；・ではなし、のであ ( : I 2 ) ・(, t"i Ii民II:if ，子,r1,,; •• u, du:: L L、： f,' /.''; 

）ι；／下山ν，！＇：，＇，11立：’きょ／Ji', -fd'lJ1:i'「党1,:;J"J支iri,・c ii'i ,1,)J 1. 1 
う， 1931’l:・.: t1l1 J七ソ）ー l1.，，にいいり， f~＇{i;, ,: ,. 

・:,' われわれ l上、 二 Jノ ｛，~ を札止：）， 1ζ はたと；〉 τ主し、c

，，＇！＇における、 した乙1 ・ y ご 1_,'i,ct(,{11~ によj iJ ふ j巳 ~Lt,
>' f’j交，，数1:111をiらか／： j ',・,, ,: , jモノt円ii＇己i也！！日程（，／）

こJ,1Jrij，心見： i,, f：湾解Mu1)1'1ii；全土、：i'I i、j解｝N.
内！＂！’ j;t心り，くた叫〉｛台，“2・28い ・J;{II.川li’！ ：二.ゾI

1'1i'1iii主との 作 ｛L，二j_; ¥ 、c,;t:;1.ltしてレf二三十えt.c 九＂ftJ :: f とた（：十』ごあ , ；。 'j r JI、，.，，，、j，レJ::, 1 Jくi1iJ 
＼、で；：， ／》 .・） /J、3 : .ち）iii1. t {j ,i, 1, ，，、 I’，（，・＼人／｝ ε人c/, ιiJ' .・i. ドh

；；；：｛をに、本f山t1 !C8'<J i、けを（／）陪態、 とり l,H 1( 

そIii｛，、と L/~. 'r'.£f1J ,11 t仕千年；こ J パ、 C:.t, あえく

えノケう•·：＿ .》『』1,Jut,:,:,r;c1;;,s1：、，ょう長；ifl') ,; ・ 1 ,,,, 

:. ・，’i if；人！ ’ぺ＇・.：「ぞ，；，；J ・' it'f Aにいら’ぺ：， f；写，￥・l,1; 

，，こ こi勺ノ：P0 

f¥1!:I 1 i（か－ ＇た U この！日i頓に J八、ては‘ ！＇， 点、く， L、 C ,Jal 1't ivr il＇ぶ）

ハ：li今「台湾Jlrf党！の実態、（Iノ＇1'¥:IIJJをお二なう ［，
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,,,1氏自.f.',1N; ltJJか，・， '; 11 1 ,: , 11 .f, ！＼＇.供、l'U命， 1!1吟の JJ持政僚

JJI f:IJ ': / < )lt:J命号の；iIii!, FγL.むii本品U・・l長底的に f

t I IJ （克明にうdi，。係文， U・＇.東，その他文 γ：f,，党なと，

'Loli t二立献（tJt’釘j~（く広大。従来の【f1 同研究の；；＂！＇1 を埋める

ヘJ y,c け方；｝／！；：！版 u ，災々の対中長~－批 'i'IJI ごま E も及ぶ。

'; ／ ディーの ii ：~： )) ・＇ど;ti：＇.士、ソい仁インド・パェ 1スタンの分勝

手Ji1'iを川！みえなかったように， fスラムfドj暴力！［！，定H主主主車？な

ろがり｝えに， イベリス帝国主義，国民会議派，ムスリム・リ

グ’ 0) .勺じ之のtlll力守山、のii品からはじ .'irHラれfこのとあっ

t ・ O ／；＇なお分；！！J! 独占 J） 傷あとに似み， Jill で Jill を i先うらt，~反対 1::

かんIJi/11',I.片jI 民主 l•'•J 伐の誕 'l. のかげに J'ilHf：民検統 への必

ι/J），試み；て， 本,i;it rir t・ イJ－、 'JC：予 .P,C ( l、る。
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